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𣘺一 𣘺一

　

平
成
25
年
５
月
12
日
、「
市
川
米
っ
人
く
ら
ぶ
」
主
催
の
稲
作
体
験

が
始
ま
り
ま
し
た
、
33
世
帯
、
89
名
が
集
ま
り
田
植
え
作
業
を
し
ま
し

た
。 小

川
再
生
親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
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農
用
地
利
用
集
積
計
画
と
は

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
、
農
用
地
利

用
集
積
計
画
に
よ
る
農
地
の
利
用
権
設
定
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
地
法
第
３
条
の
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
の

貸
借
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

終
了
に
当
た
っ
て
の
注
意
点

　

期
間
が
終
了
す
る
２
ヶ
月
前
に
、
農
政
課
か
ら
貸
借

の
終
了
日
を
連
絡
し
ま
す
。
引
き
続
き
貸
し
借
り
を
継

続
さ
れ
る
意
向
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
再
度
、
利
用
権
の

設
定
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
手
続
き

●
な
ぜ
問
題
に
な
る
の
？

　　

不
法
投
棄
の
増
加
や
、

火
災
や
病
害
虫
の
発
生

等
に
よ
り
近
隣
農
産
物

へ
の
被
害
や
住
む
人
へ

の
悪
い
影
響
が
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。
大
切
な
資
源
の
農
地
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、
確
保
し

て
い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
が
発
生
し

て
い
る
か
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
12
月
の
改
正
農
地
法
施
行
に
よ
り
、
農
業

委
員
会
に
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
の
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
農
業
委
員
、
農
業
委

員
会
事
務
局
職
員
が
毎
年
９
月
〜
11
月
に
か
け
「
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
を
設
定
し
て
遊
休
農
地
及
び
違
反

転
用
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

速
や
か
に
雑
草
を
刈
り
取
り
耕
作
を
再
開
し
て
い
た

だ
く
こ
と
や
、
耕
作
で
き
る
方
へ
の
貸
し
付
け
な
ど
調

査
・
指
導
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を
し
な
い
場
合
は
、
自
動
的
に
貸
借
終
了
日
の
翌
日
に

利
用
権
が
消
滅
し
ま
す
。
借
り
手
は
終
了
日
ま
で
に
収

穫
を
済
ま
せ
、
整
地
・
耕
う
ん
後
、
貸
し
手
に
農
地
を

返
還
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
農
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

遊
休
農
地
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
！

●
遊
休
農
地
っ
て
な
に
？

　　

耕
作
の
目
的
に
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
引
き

続
き
耕
作
の
目
的
に
使
わ
れ
る
見
込
み
の
な
い
農
地
の

こ
と
で
す
が
、
耕
作
放
棄
地
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

受
け
手
の
要
件

　
（
１
）
農
用
地
の
全
て
に
つ
い
て
、耕
作
を
行
う
こ
と
。

　
（
２
）
耕
作
に
必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
こ
と
。

　
（
３
）
利
用
集
積
計
画
に
規
定
す
る
農
用
地
を
効
率

的
に
利
用
し
て
、
耕
作
を
行
う
こ
と
。

権
利
の
種
類

　
（
１
）「
賃
借
権
」

　
（
２
）「
使
用
貸
借
権
」
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Ｑ
１　

農
地
を
駐
車
場
に
し
た
い
の
で
す
が
、

　
　
　

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

Ａ　
農
地
転
用
と
な
り
、
駐
車
場
や
資
材
置
場
な
ど
他

の
用
途
に
す
る
場
合
、
市
街
化
区
域
で
は
農
業
委

員
会
へ
の
届
出
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は
厳
格
に

転
用
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
県
知
事
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
無
断
転
用
に
は
３
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

（
法
人
の
場
合
は
１
億
円
）
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２　

農
地
に
土
を
入
れ
て
耕
作
す
る
に
は
、

　
　
　

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

Ａ　
土
砂
等
を
搬
入
す
る
場
合
、
平
均
の
盛
土
の
厚
さ

が
１
ｍ
未
満
、
工
事
期
間
が
３
ヵ
月
未
満
、
他
の

法
令
の
許
認
可
を
要
し
な
い
（
面
積
３
０
０
㎡
未

満
、
発
生
元
の
明
ら
か
な
畑
土
や
山
砂
な
ど
）
場

合
は
届
出
と
な
り
、
こ
の
要
件
に
該
当
し
な
い
場

合
や
建
設
残
土
を
使
用
す
る
場
合
は
、
県
知
事
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
３　

農
地
を
買
い
た
い
場
合
は
、

　
　
　

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

Ａ　
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
主
な
許
可
の
条
件
と
し
て

①
所
有
す
る
農
地
を
全
て
効
率
的
に
耕
作
す
る

こ
と
。

②
農
地
取
得
後
の
面
積
が
設
定
さ
れ
た
面
積
以

上
あ
る
こ
と
。

③
農
作
業
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
１
５
０
日

以
上
あ
る
こ
と
。

Ｑ
４　

耕
作
で
き
な
い
の
で
す
が
、

　
　
　

安
心
し
て
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ　
農
地
の
貸
し
借
り
に
は
２
通
り
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
農
地
法
第
３
条
の
許
可
と
、
も
う
一
つ
は

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
利
用

権
設
定
の
場
合
、
貸
借
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
貸
借
関

係
が
終
了
し
、
必
ず
返
し
て
も
ら
え
る
の
で
安
心

し
て
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
再
設
定
す
れ
ば
継

続
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。　

農
地
Ｑ
＆

Ａ
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記

　

皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
と
な
る

よ
う
、
希
望
す
る
こ
と
や
聞
き
た
い
こ
と
、
身
近

な
情
報
や
ご
意
見
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
家
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
情
報
を

提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
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所
有
地
及
び
耕
作
地
に
関
す
る

申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 　

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
農
地
の
所
有
者
と
耕
作
の

状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
に
、
農
家
の
皆
様
に
は
申
告

書
の
提
出
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
郵
送
し
ま
し

た
申
告
用
紙
は
、
８
月
９
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
は
、
農
政
上
の
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
る

こ
と
や
、
農
地
の
権
利
移
動
や
相
続
税
納
税
猶
予
に
必

要
な
諸
証
明
の
発
行
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
要

件
の
判
定
根
拠
に
な
り
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
新
聞
の
ご
購
読
を

 　

全
国
農
業
新
聞
は
、
全
国
農
業
会
議
所
が
発
行
し

て
い
る
農
家
の
た
め
の
情
報
誌
で
す
。

 　

農
家
の
生
活
に
密
着
し
た
内
容
で
、
農
業
に
関
す

る
最
新
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

 　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月
額
６
０
０
円

（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

 　

農
業
者
年
金
は
次
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

一
．
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

二
．
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金
で
す
。

三
．
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
て
、
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

四
．
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
が
あ
り
ま
す
。

五
．
税
制
面
で
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

六
．
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
補
助

が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
若
し
く
は

Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
い
。

人
事
異
動
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
付
け
で
農
業
委
員
会
事
務
局
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

転
入　

事
務
局
長　

市
塙
直
人

　
　
　

（
前
議
会
事
務
局
議
事
課
長
）

退
職　

石
井
俊
雄
（
事
務
局
長
）

　

議
会
推
薦
３
名
の
農
業
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
任
期
は
平
成
26
年
７
月
19
日
ま
で
で

す
。

【 

新
任
委
員 
】

お

知

ら

せ

新
任
農
業
委
員
紹
介

【 

退
任
委
員
】

佐
藤　

義
一　
委
員

中
山　

幸
紀　
委
員

岩
井　

清
郎　
委
員

堀越　優
委員

松永　修巳
委員 

金子　正
委員


